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こ
の
祭
り
は
、「
治じ
ろ
く
じ
え
ん
ぎ

陸
寺
縁
起
」

等
の
古
記
録
等
に
よ
る
と
、
平
安

時
代
末
の
前
九
年
の
役（
一
〇
五

一
～
一
〇
六
二
）で
源
頼
義
・
義

家
父
子
が
東
北
の
豪
族
で
あ
る
安

倍
一
族
と
の
戦
い
に
敗
れ
て
逃
れ

て
き
て
、
木
幡
山
に
戦
勝
を
祈
願

し
た
際
に
、
攻
め
手
の
安
倍
貞さ
だ
と
う任

の
軍
勢
は
全
山
の
樹
木
が
雪
に
包

ま
れ
た
の
を
源
氏
の
白
旗
と
見

誤
っ
て
、
戦
わ
ず
し
て
敗
走
し
、

義
家
父
子
は
陸
奥
国
を
平
定
し
た

と
の
故
事
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
当
日
は
必
ず
雪
が

降
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

か
つ
て
は
旧
暦
十
一
月
十
五
日
か

ら
始
ま
り
、
十
八
日
を
本
祭
り
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
本
祭
り

は
新
暦
十
二
月
の
第
一
日
曜
日
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

祭
り
に
参
加
す
る
の
は
ほ
ぼ
集

落
ご
と
で
、
多
く
は
籠こ
も
り堂

が
あ
り
、

そ
の
単
位
を
堂
社
と
い
い
ま
す
。

　

本
祭
り
の
朝
、
各
堂
社
の
一
行

は
幡
を
か
つ
ぎ
、
旧
木
幡
第
一
小

学
校
の
校
庭
に
集
合
し
、
先せ
ん
だ
つ達

、

ほ
ら
貝
、
梵ぼ
ん
て
ん天
、
駒
形
、
神
職
、

総
大
将
、
十
五
歳
前
後
で
初
参
加

と
な
る
権ご
ん
だ
ち立

な
ど
の
後
に
白
旗
・

色
幡
が
続
い
て
出
発
し
ま
す
。

　

一
の
鳥
居
か
ら
、
羽
山
参
道
の

尾
根
を
進
み
、
羽
山
神
社
前
の
胎

内
く
ぐ
り
に
続
き
、
岩
社
前
で
権

立
問
答
な
ど
の
行
事
が
行
わ
れ
、

梵
天
を
奉
納
す
る
行
事
は
羽
山
で

終
了
し
、
隠
津
島
神
社
に
参
拝
し

散
会
と
な
り
ま
す
。

　

古
来
か
ら
の
儀
式
・
儀
礼
を
守

り
伝
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成

十
六
年
二
月
六
日
に
国
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

杉
沢
字
平
九
七
番
地
に
所
在
す

る
根
元
周
囲
二
二
・
六
五
ｍ
、
目

通
り
幹
囲
一
二
・
六
ｍ
、
樹
高
約

五
〇
ｍ
の
大
杉
で
、
推
定
樹
齢
は

六
百
年
と
も
千
年
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
昭
和
十
八
年（
一
九
四

三
）八
月
二
十
四
日
に
国
天
然
記

念
物
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

樹
勢
は
、
な
お
旺
盛
で
、
杉
の

巨
木
と
し
て
全
国
的
に
も
有
数
で
、

根
元
よ
り
高
さ
九
ｍ
辺
か
ら
枝
幹

が
数
本
に
分
れ
、
平
行
し
て
伸
び

る
樹
姿
は
実
に
見
事
で
す
。

　

か
つ
て
幹
の
分
れ
に
幣へ
い
そ
く束
を
納

め
、
御
神
木
と
し
て
信
仰
し
、
樹

皮
は
産
婦
に
霊
験
が
あ
る
と
信
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　

寛
永
二
十
年
、
二
本
松
藩
主
の

丹
羽
光
重
公
が
領
内
を
巡
検
し
た

際
、
杉
沢
の
大
杉
と
名
付
け
た
と

い
い
、
杉
沢
の
地
名
も
こ
れ
に
由

来
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
十
八
年
か
ら
三
カ

年
を
か
け
て
国
の
補
助
事
業
と
し

て
、
枯
枝
処
理
・
土
壌
改
良
・
酸

素
管
布
設
な
ど
、
保
護
・
保
存
の

手
当
て
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

標
高
三
四
五
ｍ
の
白
旗
ケ
峯
を

中
心
と
し
て
、
南
・
西
・
北
を
丘

陵
で
囲
ま
れ
、
東
方
が
や
や
開
口

す
る
自
然
の
要
害
地
形
を
利
用
し

て
造
ら
れ
た
中
世
お
よ
び
近
世
の

城
跡
で
す
。

　

歴
史
は
、
古
く
畠
山
満
泰
が
応

永
二
十
一
年（
一
四
一
四
）こ
の
地

に
居
を
構
え
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

天
正
十
四
年（
一
五
八
六
）、
伊
達

政
宗
が
畠
山
氏
を
滅
ぼ
し
二
本
松

城
は
伊
達
の
支
城
と
な
り
、
豊
臣

秀
吉
の
奥
羽
仕
置
以
後
は
蒲
生
・

上
杉
の
支
城
と
し
て
城
代
が
置
か

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
松
下
・
加
藤
氏
を
経

て
、
寛
永
二
十
年（
一
六
四
三
）に

丹
羽
光
重
公
が
十
万
七
百
石
で
入

封
し
、
明
治
維
新
ま
で
二
百
二
十

六
年
間
に
わ
た
り
丹
羽
二
本
松
藩

の
居
城
で
し
た
。

　

平
成
二
年
度
か
ら
継
続
し
て
い

る
発
掘
調
査
で
畠
山
氏
時
代
の
門

跡
や
建
物
跡
な
ど
多
く
の
遺
構
や
、

近
世
会
津
支
城
時
代
の
穴
太（
あ

の
う
）積
み
と
呼
ば
れ
る
古
式
石

垣
、
丹
羽
時
代
の
多
種
多
様
な
遺

構
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

中
世
城
館
か
ら
近
世
城
郭
へ
の
大

規
模
な
改
修
が
寛
永
四
年（
一
六

二
七
）か
ら
二
十
年
の
加
藤
氏
時

代
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
判
明

し
ま
し
た
。

　

二
本
松
城
跡
は
東
北
地
方
を
代

表
す
る
近
世
城
郭
で
あ
り
、
中
世

城
館
か
ら
近
世
城
郭
へ
の
変
貌
も

よ
く
わ
か
り
、
政
治
お
よ
び
築
城

技
術
を
知
る
う
え
で
重
要
と
の
理

由
で
、
平
成
十
九
年
七
月
二
十
六

日
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

二
本
松
市
の
指
定
文
化
財  

①

国
指
定

『
二
本
松
城
跡
』

国
指
定

『
木
幡
の
幡
祭
り
』

国
指
定

『
杉
沢
の
大
杉
』


